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★町の人口★人口10,144(-44）男4,802(-26）女5,342(-18）・世帯合計3,424(-+ 5) 63年3月末日現在（ ）内は前月との比較です 
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滅
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ト
町
内
パ
レ
ー
ド
 

四
月
三
十
日
出
、
赤
池
町
防
犯
推
 

進
委
員
会
（
会
長
日
野
町
長
）
主
催
 

で
「
赤
池
町
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
 

禍
絶
滅
住
民
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
一
月
と
五
月
に
開
 

催
さ
れ
た
 
「
暴
力
絶
滅
住
民
総
決
起
 

大
会
」
町
民
と
警
察
の
「
ふ
れ
あ
い
 

広
場
」
に
つ
ぐ
一
連
の
防
犯
運
動
に
 

よ
る
も
の
で
、
現
在
大
き
な
社
会
問
 

題
と
な
っ
て
い
ま
す
覚
せ
い
剤
や
シ
 

ン
ナ
ー
な
ど
の
薬
物
禍
絶
滅
の
た
め
 

の
住
民
運
動
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

大
会
は
、
シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
 

の
本
当
の
恐
さ
を
知
る
た
め
の
映
画
 

上
映
、
又
、
赤
池
中
学
校
の
浦
田
大
 

介
君
や
青
年
代
表
の
長
崎
弘
子
さ
ん
 

に
よ
る
絶
滅
の
決
意
表
明
の
あ
と
、
 

田
川
警
察
署
の
パ
ト
ロ
ー
ル
力
ー
を
 

先
頭
に
会
場
に
集
ま
っ
た
住
民
の
方
 

た
ち
が
、
絶
滅
を
訴
え
る
プ
ラ
カ
ー
 

ド
を
持
ち
、
町
内
パ
レ
ー
ド
を
行
い
 

ま
し
た
。
 

大
会
の
会
長
で
あ
る
日
野
町
長
は
 

「
赤
池
町
は
、
覚
せ
い
剤
の
密
売
事
 

件
が
他
町
村
に
比
べ
て
多
い
。
中
毒
 

者
に
よ
る
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
 

が
起
こ
ら
な
い
と
の
保
証
は
な
い
。
 

薬
物
の
不
正
流
通
や
、
使
用
を
許
さ
 

な
い
環
境
を
、
私
た
ち
の
手
で
作
り
 

上
げ
よ
う
」
と
、
力
強
く
訴
え
て
い
 

ま
し
た
。
 



(2 ) り
。
 

短い期間おあずかりします 
◆介護を必要とするお年寄‘) 

急速に迎えつつある高齢化社会に伴い、寝 

たきり老人や、痴呆性老人が増加の傾向にあ 

り、その方たちの介護などが家族の大きな負 

担となりつつあります。 

その負担をいくらかでも軽減するため、シ 

ョートステイ （短期保護事業） を特別養護老 

人ホーム 「慶寿園」 との契約により実施して 

います。 介護されている方の病気、冠婚葬祭、 

出産、介護の疲れによる休養や旅行などの理 

由による場合に原則として7 日以内であれば 

お預かりし、お世話します。 

利用の料金のことや、申し込みなど詳しい 

事は役場住民福祉課まてる 

か28-2004（内線49・50番） 

A 慶寿園痴呆性老人専用居室 

6

5

過ぎて 寝たきりにな 

きとたっ

っ加 
た入 
と資 
き格 

を 
失 

市
町
村
の
区
域
 

内
で
居
住
地
を
 

変
更
し
た
と
き
 

死
亡
の
と
き
 

転
出
す
る
と
き
 

と転 
き入 

し 
て 
き 
た 

7
0

たっ

ン」，】ご 
こ
ん
な
と
き
 

別
表
に
揚
げ
る
障
害
の
程
 

度
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
 

は
居
住
地
の
町
長
に
届
出
る
 

出え健失りけ生 
るて康っ加る活 
町手た入よ保 
長帳と資う護 
にをき格にを 
届添はをなう 

居
住
地
の
町
長
 

に
届
出
る
 

健
康
手
帳
を
添
 

え
て
居
住
地
の
 

町
長
に
届
出
る
 

保
険
証
を
添
え
 

て
居
住
地
の
町
 

長
に
届
出
る
 

保
険
証
を
添
え
 

て
居
住
地
の
町
 

長
に
届
出
る
 

手
 
続
 
き
一
 にす 

み 
や 
か 

1

4
6以内 

● 」 

転
出
す
る
 

前
に
 1

4
内以日

● 」 

7

0

誕の才生日まで 
い
っ
ま
で
 

成功させょう 鏡雷能めざして 

ーで卸 赤池町制施行50周年の主な事業 

が決まりました。 下表のとおりで 

す。 それぞれの内容はその都度お 

知らせします 。 

赤池町制印周年 

事 業 名 期 日 場 所 

町民まるごと健康 
チ二エ・ソクノぐー ト I 6 月5 日 同和対策中央研修所 

いい汗さわやか 
50 体操会 8 月16日 町民グラウンド 

町民まるごと健康 
チエックノぐートn 9 月4 日 町 民 会 館 

河村光陽 
'88童謡まっりイン赤池 

10月29日 
-30日 同和対策中央研修所 

50 周年式典 11月3 日 同和対策中央研修所 

わが赤池 
ふるさとフエア 11月6日 町 内 全 域 

円
 

役
場
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
鴨
 

住
民
票
や
税
務
諸
証
明
な
ど
 20 

六
月
一
日
か
ら
表
の
よ
う
に
変
り
ま
 

す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
負
担
を
 

お
掛
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
御
 

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

そ

の

他

諸

証

明

 

印
鑑
登
録
証
再
交
付
 

住
民
票
・
戸
籍
の
附
票
（
除
票
含
む
）
の
閲
 
覧
 

住
 

民
 

票
 

謄
 

本
 

住
民
票
・
戸
籍
の
附
票
（
除
票
含
む
）
の
謄
抄
本
 

留
 

書
 

閲
 

覧
 

印
 

鑑
 

証
 

明
 

税
 

務
 

諸
 

証
 

明
 

項
 

目
 

一
件
 

二
百
五
十
円
 

一
件
 

五
百
円
 

一
件
 

二
百
五
十
円
 

五
人
ま
で
二
百
五
十
円
 

一
人
増
す
ご
と
に
二
十
円
加
算
 

一
件
 

二
百
五
十
円
 

一
件
 

二
百
五
十
円
 

コ
ピ
ー
一
枚
 

一
一
十
円
 

一
件
 

二
百
五
十
円
 

一
枚
 

二
百
五
十
円
 

二
枚
目
か
ら
一
枚
二
百
円
 

金
 

額
 

宮
古
古
占
占
〈
え
え
え
占
古
古
古
小
呂
費
え
・
り
【
・
苫
占
＊
羊
ソ
【
寧
り
ソ
【
古
古
・
×
古
古
古
占
占
・
ソ
ソ
【
＄
【
・
羊
【
占
占
占
古
古
古
古
占
占
占
占
占
宮
え
え
・
ソ
x
古
古
占
古
占
古
古
・
ソ
葦
マ
羊
【
・
羊
呂
【
占
占
【
か
菩
・
蓋
＊
x
g

り
×
＊
り
【
占
古
古
古
古
占
・
苦
マ
菱
・
菩
・
苫
古
〈
古
古
古
占
占
古
古
古
古
古
古
妾
童
音
童
古
古
古
古
占
占
古
占
古
古
占
占
・
葦
×
古
古
占
古
占
古
占
古
古
占
・
・
 

昭
和
六
十
三
年
第
三
回
四
月
臨
時
町
 

六
十
二
年
度
の
調
整
債
の
借
入
額
が
増
 

市
線
道
路
新
設
工
事
」
「
中
尾
ー
高
尾
2
 

議
会
が
四
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
議
案
は
三
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
 

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
ニ
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
‘
昭
和
 

議会だより 

刀 
の街頭誘導 

を 
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
借
入
 

限
度
額
を
七
千
五
百
万
円
か
ら
八
千
万
 

円
に
改
め
る
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
→
地
方
税
法
 

を
改
正
す
る
法
律
が
、
三
月
三
十
一
日
 

に
成
立
し
た
た
め
、
町
民
税
や
固
定
資
 

産
税
、
特
別
土
地
保
有
税
な
ど
の
条
例
 

の
一
部
を
改
正
、
四
月
一
日
付
で
専
決
 

処
分
を
行
っ
た
報
告
を
し
、
承
認
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

⑨
工
事
請
負
契
約
の
締
結
→
昭
和
六
十
 

三
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
の
「
 

赤
池
工
場
団
地
整
備
工
事
」
「
北
田
ー
徳
 

ゼロ 

▲市場・上野小学校校道安全教室 

号
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
及
び
先
達
面
 

ー
長
林
線
道
路
舗
装
工
事
」
 
又
、
昭
和
 

六
十
三
年
度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
 

の
 
「
上
原
ー
八
幡
線
外
一
線
（
岩
屋
口
 

ー
寺
谷
線
）
道
路
舗
装
工
事
」
「
入
来
ー
 

高
鶴
線
外
一
線
（
上
野
峡
駐
車
場
）
道
 

路
舗
装
工
事
」
「
大
浦
ー
平
原
線
道
路
改
 

良
舗
装
工
事
」
「
中
尾
4
号
線
外
一
線
（
 

伏
原
団
地
1
号
線
）
道
路
舗
装
工
事
」
 

以
上
の
事
業
の
工
事
予
定
価
格
が
、
い
 

ず
れ
も
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
、
 

町
議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。
 

新
し
い
消
防
団
長
決
ま
る
 

藤岡登 さん 

消
防
団
の
団
長
に
藤
岡
登
さ
ん
が
就
 

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
団
長
の
谷
冨
 

次
さ
ん
が
退
団
さ
れ
た
た
め
で
、
四
月
 

一
日
か
ら
の
就
任
と
な
り
ま
す
。
 

赤
池
町
消
防
団
は
現
在
、
百
三
十
人
。
 

六
つ
の
分
団
と
本
部
で
構
成
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

新
団
長
の
藤
岡
さ
ん
は
 
「
町
民
の
み
 

な
さ
ん
に
愛
さ
れ
期
待
さ
れ
る
消
防
団
 

文
部
大
臣
尚
貝
に
輝
く
グ
 

川口紀代美さん 

（西ケ丘） 

第
八
回
全
国
公
募
書
道
展
が
三
月
十
 

八
日
よ
り
二
十
日
ま
で
、
田
川
市
の
文
 

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
出
品
者
数
 

五
千
点
に
も
及
ぶ
中
よ
り
、
川
口
紀
代
 

美
さ
ん
が
、
文
部
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
 

た
。
昨
年
の
綿
貫
智
子
さ
ん
に
続
き
一
一
 

年
連
続
の
栄
誉
獲
得
で
す
。
 

又
、
日
本
と
中
国
の
友
好
の
た
め
、
 

本
年
よ
り
中
国
の
学
生
七
歳
か
ら
十
三
 

歳
ま
で
の
書
作
品
の
友
情
出
品
も
あ
り
 

大
盛
況
で
し
た
。
 

又
、
川
口
さ
ん
の
他
に
も
、
赤
池
か
 

ら
の
特
別
賞
受
賞
者
が
五
十
人
以
上
も
 

い
ま
し
た
。
 

お
集
寄
り
の
医
療
鷹
者
表
保
健
で
 

七
十
歳
（
表
②
に
よ
る
障
害
の
程
度
 

の
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
す
べ
て
の
 

お
年
寄
り
の
方
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
 

表
①
 
資
格
の
取
得
と
手
続
き
 

※
印
鑑
は
必
ず
持
参
の
こ
と
 ②

 

表
 な

医
療
保
険
に
、
被
保
険
者
又
は
扶
養
 

家
族
と
し
て
加
入
さ
れ
て
い
て
も
、
医
 

療
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
の
医
療
保
 

健
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
老
人
保
健
で
、
 

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
の
で
、
手
続
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

⑥
問
い
合
せ
 
住
民
福
祉
課
衛
生
係
 

合
 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
 47 

番） 

）誘 

障

害

の

状

態

（

 65 
才
以
上
）
 

七 ノに 
一  九八 七六五四三二一 
五 四三二 一〇 

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
八
以
下
の
も
の
 

両
耳
の
聴
力
損
失
が
八
〇
デ
シ
ペ
ル
以
上
の
も
の
 

1
衡
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の
 

そ
し
ゃ
く
の
機
能
を
欠
く
も
の
 

音
声
又
は
言
語
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の
 

両
上
肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
を
欠
く
も
の
 

両
上
肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
の
機
能
に
箸
し
い
 

障
害
身
工
利
す
る
も
の
 

一
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の
 

一
上
肢
の
す
ぺ
て
の
指
身
矢
く
も
の
 

上
肢
の
す
ぺ
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
右
ー
る
も
の
 

両
下
肢
の
す
ぺ
て
の
指
を
欠
く
も
の
 

一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の
 

一
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の
 

体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
 

の
 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
 

に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
 

認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
リ
て
、
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
 

る
か
、
又
は
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
 

す
る
程
度
の
も
の
 

相
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
 

程
度
の
も
の
 

身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
梢
神
の
障
害
が
重
複
す
 

る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
 

ら
れ
る
も
の
 

と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
し
ま
す
。
や
が
 

て
梅
雨
期
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
の
災
 

害
を
見
る
と
、
立
木
を
伐
採
し
た
た
め
 

ガ
ケ
が
崩
れ
る
な
ど
、
人
災
と
思
わ
れ
 

る
災
害
も
多
く
あ
り
ま
す
。
十
分
注
意
 

し
て
下
さ
い
」
 
と
、
抱
負
を
語
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

〔
藤
岡
 

登〕 

昭
和
 27 

年
入
団
。
班
長
、
部
長
を
経
 

て
 41 

年
に
第
4
分
団
長
。
 
57 

年
副
本
部
 

長。 

59 

年
本
部
長
と
な
り
、
 
61 

年
か
ら
 

副
分
団
長
。
現
在
七
十
歳
。
 

大
字
赤
池
四
三
二
番
地
（
朝
日
町
）
 

長
官
表
彰
 
大
久
保
分
団
長
に
 

大久保さん 

赤
池
町
消
防
団
第
五
分
団
の
大
久
保
 

和
仁
分
団
長
に
消
防
庁
長
官
か
ら
、
永
 

年
勤
続
功
労
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
官
表
彰
は
、
勤
続
三
十
年
以
上
の
 

功
績
の
あ
る
団
員
に
与
え
ら
れ
る
も
の
 

で
、
日
常
の
防
災
活
動
や
災
害
予
防
の
 

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

ね
 

ん
 

せ
 

、
 

・カ 

、 
ま
 る

 
れ
 

か
 

開
 

室
 

よ

教

 

ゴ
病
ー
 

と
尿
瓶
 w 

こ

糖

 

、
J
 

い
高
導
嘉
編
叡
難
「
響
勢
舞
り
一
 

和

 

赤
池
町
立
病
院
の
慶
瀬
先
 

局

 

生
を
中
心
に
、
四
月
六
日
か
 

健
ら
二
十
八
日
ま
で
、
第
五
回
 

「
糖
尿
病
教
室
」
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

前
回
ま
で
、
午
後
一
時
半
か
ら
開
催
 

さ
れ
て
い
た
こ
の
教
室
は
、
仕
事
の
都
 

合
な
ど
で
、
参
加
で
き
な
い
方
た
ち
へ
 

の
配
慮
か
ら
今
回
、
午
後
六
時
半
開
催
 

と
し
、
参
加
者
も
増
え
、
糖
尿
病
に
対
 

し
て
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
 

ま
し
た
。
 

糖
尿
病
は
、
大
変
恐
し
い
病
気
で
す
 

が
、
自
己
管
理
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
健
 

康
な
方
と
、
な
ん
ら
変
り
な
い
日
常
生
 

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
 

ら
も
定
期
的
に
、
こ
の
糖
尿
病
教
室
を
 

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

春の行政相談週間一15日～21日（総務庁） 
水防月間 -1 日～31日（建設省） 
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将り片ワワプ 
in おかいけ

町
制
 50 

周
年
の
年
度
初
め
に
あ
た
る
四
月
に
町
内
 

社
会
教
育
関
係
団
体
（
地
区
公
連
、
体
協
、
子
育
連
）
 

の
総
会
が
開
催
。
組
織
の
強
化
、
他
団
体
と
の
連
携
 

を
確
認
す
る
と
同
時
に
 50 

周
年
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
 

！
力
強
く
始
動
し
ま
し
た
。
 

I川I“川II川川川l"IlIIIII川lI川“Ill川lII川“Il川 

風
薫
る
四
月
、
 

「
人
の
心
の
豊
か
さ
 

て
総
会
を
終
え
ま
し
た
。
 

を
求
め
て
」
を
基
本
理
念
と
し
て
地
区
 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
サ
 

公
連
を
皮
切
り
に
体
育
協
会
、
子
育
連
 

ー
ク
ル
も
総
会
を
行
い
、
今
 

と
相
次
ぎ
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

年
度
の
目
標
に
向
か
っ
て
歩
 

地
区
公
連
は
、
 

「
と
に
か
く
出
て
き
 

き
始
め
ま
し
た
。
 

て
、
手
を
つ
な
ご
う
、
そ
の
輪
を
大
き
 

ま
た
、
各
団
体
と
も
他
団
 

く
広
げ
よ
う
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
地
 

体
や
機
関
と
の
連
携
強
化
を
 

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
推
進
す
 

事
業
計
画
に
あ
げ
て
お
り
地
 

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
「
い
 

域
で
の
協
力
、
協
調
体
制
の
 

い
汗
流
そ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

確
立
を
共
通
の
課
題
と
し
て
 

に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
定
着
化
と
 

掲
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
 

指
導
者
の
発
掘
、
養
成
を
重
点
課
題
と
 

特
に
町
制
施
行
 50 

周
年
で
あ
 

し
て
体
育
協
会
も
船
出
し
ま
し
た
。
 

り
記
念
行
事
や
関
連
事
業
が
 

子
育
連
は
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
育
 

計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
団
 

て
る
活
動
の
展
開
と
地
域
育
成
会
の
組
 

体
や
サ
ー
ク
ル
の
連
携
だ
け
 

織
整
備
と
充
実
を
今
年
度
の
目
標
と
し
 

で
な
く
、
地
域
や
町
民
一
人
 

町
来
 

が
本
土
 

も
以
 

7
区
集
会
所
落
成
 

4
月
 30 

日
、
7
区
公
 

民
館
（
村
上
博
美
館
長
）
 

に
待
望
の
新
し
い
集
会
 

所
が
完
成
、
旧
集
会
所
 

は
駐
車
場
も
な
く
、
老
 

朽
化
し
危
険
な
た
め
、
今
回
の
建
設
と
 

な
っ
た
。
新
し
い
集
会
所
は
住
民
の
意
 

見
を
十
分
に
取
り
入
れ
、
駐
車
場
も
完
 

備
し
た
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
生
ま
 

れ
変
り
ま
し
た
。
 

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
 

町
民
学
習
 

ー
ク
教
室
ス
タ
ー
ト
 

N

・W

の
第
 

4
月
 15 

日
、
第
 27 

回
町
民
体
育
実
行
 

委
員
会
（
実
行
委
員
長
大
島
勇
夫
体
協
 A どのアメにしようかな？25回大会より 

連携、協調、飛躍を目指して 

-50周年をステップにー 

社会教育関係団体 

63年度に向け始動 

1
弾
と
し
て
、
ョ
ガ
教
室
が
4

月
4

日
 

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
N

・W 

は
、
昨
年
の
広
報
（
7

・
8
月
号
）
で
 

紹
介
、
身
近
な
場
所
を
利
用
し
て
、
少
 

人
数
で
自
分
達
が
学
び
た
い
事
を
行
う
 

の
が
原
則
、
指
導
者
は
町
内
に
埋
れ
た
 

才
能
を
持
っ
た
方
を
N

・
W
運
営
委
員
 

会
で
発
掘
、
登
録
し
各
サ
ー
ク
ル
に
お
 

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
な
お
、
指
導
者
の
 

紹
介
は
次
月
号
で
行
い
ま
す
。
 

『
蒼
い
会
』
結
婚
ラ
ッ
 

「
集
ま
っ
 

シ
ュ
で
ピ
ン
チ
“
・
 

て
話
そ
う
や
、
 

何
か
を
や
り
た
い
ナ
」
と
4
年
前
に
発
 

, 

5川5日 、， 

開催 

会
長
）
が
、
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
町
内
各
種
団
体
よ
り
実
行
委
員
 

が
出
席
し
て
、
本
年
度
の
日
程
及
び
内
 

容
等
が
審
議
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
 

ズ
に
“
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
ふ
る
さ
 

と
体
育
祭
〉
と
し
、
5
月
 15 

日
に
開
催
 

す
る
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
の
体
力
づ
く
り
と
健
康
で
心
豊
 

か
な
人
づ
く
り
に
 
「
い
い
汗
」
流
し
て
 

町
民
の
親
睦
を
深
め
る
体
育
祭
と
し
て
 

開
催
致
し
ま
す
。
 

昨
年
は
、
未
明
よ
り
の
雨
で
中
止
と
 

な
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
 
50 

周
年
の
 

記
念
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。
是
非
と
も
 

50 

周
年
晴
れ
で
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
 

ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
 

50 

周
年
を
契
機
に
 
「
心
豊
か
な
赤
池
 

町
」
を
創
造
し
住
み
よ
い
 
「
ふ
る
里
」
 

を
つ
く
る
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
そ
の
推
進
者
は
、
あ
な
た
 

で
す
。
今
年
を
、
記
念
の
年
だ
け
に
終
 

わ
ら
せ
ず
に
飛
躍
の
年
と
し
た
い
も
の
 

で
す
。
み
な
さ
ん
の
支
援
と
ご
協
力
を
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

霧： LL言：：叱‘、壇プ二、；と4加，,L 二E 、 
▲熱の入った審議、子育連評議員の方たち 

足
し
た
青
年
蒼
い
会
、
会
員
も
適
令
期
 

を
迎
え
、
相
次
ぐ
結
婚
ラ
ッ
シ
ュ
で
会
 

員
は
減
少
。
夢
中
で
参
加
し
た
、
町
内
 

外
の
諸
行
事
で
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
 

爆
発
し
、
郡
体
陸
上
優
勝
を
本
町
に
も
 

た
ら
し
た
。
 
12 

月
の
恒
例
行
事
と
な
っ
 

た
ク
リ
ス
マ
ス
会
も
こ
ど
も
達
に
歓
迎
 

さ
れ
た
。
「
赤
池
に
は
若
者
は
い
る
、
集
 

ま
っ
て
話
し
た
い
、
飲
み
た
い
、
何
か
を
 

や
り
た
い
」
と
木
村
会
長
、
毎
月
第
一
水
 

曜
日
、
第
三
火
曜
日
の
午
後
8
時
、
町
民
 

会
館
裏
プ
レ
ハ
ブ
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
 

ん
か
？
・
若
者
の
熱
気
で
ム
ン
ム
ン
で
す
。
 

上
野
イ
ー
グ
ル
ス
今
季
初
V
 

4
 

月
 10 

日、 

17 

日
の
両
日
、
田
川
少
年
野
 

球
連
盟
（
田
川
郡
市
 14 

チ
ー
ム
加
盟
）
 

開
幕
戦
、
連
盟
旗
争
奪
大
会
が
開
催
さ
 

れ
、
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
が
連
盟
旗
大
会
 

に
初
優
勝
し
ま
し
た
。
 

イ
ー
グ
ル
ス
は
、
昨
年
5
年
生
が
主
 

力
と
あ
っ
て
苦
し
い
シ
ー
ズ
ン
を
送
っ
 

た
が
、
春
一
番
昨
年
の
う
っ
ぶ
ん
を
爆
 

発
、
初
戦
強
豪
金
田
を
全
員
野
球
で
倒
 

し
波
に
の
り
、
決
勝
で
は
ラ
イ
バ
ル
糸
 

田
を
2
対
0

で
撃
破
初
優
勝
を
と
げ
た
。
 

県
少
年
の
船
団
員
の
募
集
 

本
年
 

で
 23 

回
目
を
迎
え
る
、
沖
縄
へ
の
県
少
 

年
の
船
、
毎
年
町
内
か
ら
多
く
の
こ
ど
 

も
達
が
色
々
な
出
合
い
と
体
験
の
船
旅
、
 

今
年
は
、
8
月
 11 

日
か
ら
の
4
泊
5

日
 

の
予
定
、
対
象
は
小
学
5
年
生
か
ら
中
 

学
生
の
男
、
女
、
詳
細
は
教
育
委
員
会
 

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
合
 28 

1
4
1
0
0
 

人の心のフ 

豊かさを i 
L一もとめてコ 

スポーツシーズ 

ン到来ノ健全なる 

身体に健全なる精 

神やどるのたとえ 

どおり、身体が病 

に侵されていては 

何事もうまくいき 

ません。 

青空のもと、戸 

外に飛び出し、ス 

ポーツにハイキン 

グに 「いい汗」 流 

して、心と身体は 

五月晴れ。 

町
民
会
館
の
図
書
 

も
ノ
鳳
一
 

室
を
利
用
さ
れ
た
こ
 

竹
 
鮎
一
 

と
が
あ
り
ま
す
か
o
 

眠
途
8

図
書
室
に
は
歴
史
 

推
理
小
説
・
文
学
書
 

等
た
く
さ
ん
の
本
を
蔵
書
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
、
今
春
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
 

た
俵
万
智
の
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
、
N
 

H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
『
武
田
信
玄
』
4
 

刊
な
ど
新
刊
 60 

冊
増
や
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
県
立
図
書
館
の
貸
し
出
し
文
 

庫
を
利
用
し
年
六
百
冊
の
書
物
を
三
回
 

に
分
け
て
貸
り
て
お
り
、
 
一
層
の
図
書
 

充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
が
一
度
読
ん
で
み
た
か
っ
 

た
本
や
読
ん
で
み
よ
う
か
な
と
思
う
本
 

に
出
会
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

“
真
の
知
識
は
経
験
あ
る
の
み
ク
と
よ
 

' 

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
を
読
む
こ
と
に
 

よ
っ
て
多
く
の
知
識
を
得
る
こ
と
も
あ
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

読
書
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
い
そ
 

が
し
く
て
本
な
ど
最
近
読
ん
で
な
い
と
 

い
う
方
も
是
非
一
度
、
町
民
会
館
2
階
 

の
図
書
室
に
足
を
む
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

開
館
時
間
は
、
平
日
午
前
8
時
 30 

分
 

か
ら
午
後
5
時
。
土
曜
日
は
午
後
 12 

時
 

30 

分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

(U
ー
ー
 

ー
ー
ー
 

ハ） 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
 

教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
課
）
で
は
 

新
年
度
を
迎
え
、
昨
年
度
各
団
体
を
指
 

導
し
て
い
ま
し
た
、
平
川
紀
美
子
、
大
 

久
保
紀
子
両
指
導
員
に
か
わ
り
、
新
し
 

く
仲
島
利
昭
（
 12 

支
所
）
、
舌
間
一
恵
 

▲
4

月
の
声
と
同
時
に
町
 

内
各
種
団
体
で
は
、
一
年
の
 

計
で
あ
る
総
会
が
次
々
と
開
 

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
総
会
 

で
は
本
年
度
の
活
動
目
標
を
 

言
語
の
ら
列
か
ら
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
 

ズ
で
表
現
し
基
本
方
針
と
し
て
打
ち
出
 

す
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
▲
イ
 

ン
パ
ク
ト
（
強
い
影
響
力
）
テ
レ
ビ
の
 

世
界
を
見
わ
た
す
と
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
 

ー
ズ
入
り
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
企
業
を
 

支
え
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
る
 

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
▲
赤
村
の
 

「
D
O

・
Y
o
U
、
農
」
を
は
じ
め
県
 

内
外
の
地
方
公
共
団
体
を
見
わ
た
す
と
 

企
業
同
様
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
で
地
域
 

の
活
性
化
を
計
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
 

な
が
ら
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
く
て
も
先
 

細
り
失
敗
例
が
先
日
の
テ
レ
ビ
放
送
で
 

流
れ
、
先
駆
者
い
わ
く
自
分
の
地
域
は
 

自
分
の
手
を
よ
ご
さ
ず
に
し
て
、
持
続
 

し
な
い
、
企
業
と
違
う
バ
イ
：
：
の
一
 

言
が
あ
っ
た
▲
現
代
人
は
、
モ
ラ
ト
リ
 

ア
ム
人
間
で
あ
る
と
い
っ
た
人
が
い
る
。
 

「
現
在
は
未
来
の
た
め
の
準
備
期
間
で
 

あ
り
、
何
事
に
も
深
入
り
し
な
い
」
と
 

い
う
意
識
が
横
行
し
つ
つ
あ
る
が
 15 

年
 

先
を
見
通
し
た
、
第
2
次
総
合
計
画
達
 

成
に
向
け
て
の
汽
車
は
既
に
発
車
し
た
。
 

終
着
駅
は
明
る
く
住
み
よ
い
町
で
あ
る
 

列
車
が
安
全
に
無
事
到
着
す
る
た
め
の
 

各
駅
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
操
作
は
特
に
大
 

切
で
あ
る
、
途
中
下
車
出
来
な
い
町
づ
 

く
り
急
行
 21
 

世
紀
号
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
 

則
（
4
支
所
）
両
指
導
 

導
 
員
を
迎
え
ま
し
た
。
 

騒
 

仲
島
指
導
員
は
 

附
教
員
生
活
 40 

年、 

則
 
又
現
在
は
 12
 

支
所
 

縛
 
公
民
館
長
と
し
て
 

彫
 
永
年
に
亘
る
教
育
 

ミ』 

ほ
 
経
験
を
生
か
し
、
 

同
和
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
を
目
指
 

す
同
和
教
育
の
、
よ
り
充
実
の
た
め
の
 

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
社
会
同
和
教
育
指
 

導
員
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
 

舌
間
指
導
員
は
、
大
学
4
年
間
の
こ
 

ど
も
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
 

動
の
経
験
を
本
町
青
少
年
活
動
に
生
か
 

し
、
青
少
年
団
体
活
動
の
充
実
が
期
待
 

さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
 

導
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

近
年
全
国
的
に
同
和
問
題
の
取
り
組
 

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
 
「
同
和
問
題
」
 
と
い
う
こ
 

と
ば
を
聞
い
た
時
、
ま
ず
第
一
に
何
を
 

感
じ
ら
れ
ま
す
か
、
「
自
分
に
は
関
係
な
 

い
こ
と
だ
」
 
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
 

そ
れ
と
も
「
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
か
か
 

わ
ら
な
い
で
い
た
い
」
あ
る
い
は
 
「そ 

っ
と
し
て
お
け
ば
時
間
が
解
決
し
て
く
 

れ
る
」
 
と
お
思
い
で
し
ょ
う
か
、
し
か
 

し
 
「
差
別
は
悪
い
こ
と
だ
」
 

「
差
別
は
 

い
け
な
い
」
 
と
云
う
考
え
の
人
が
多
く
 

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
も
し
、
み
な
 

さ
ん
の
心
の
奥
底
に
少
し
で
も
差
別
意
 

識
が
あ
っ
た
な
ら
同
和
問
題
の
解
決
に
 

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

私
達
は
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
く
か
 

ら
に
は
、
自
分
の
好
き
な
所
に
住
み
、
 

自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
云
い
、
自
 

分
の
希
望
す
る
仕
事
に
就
い
て
、
安
定
 

し
た
生
活
を
し
、
愛
す
る
人
と
結
婚
し
、
 

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た
い
と
誰
も
が
願
 

っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
 

願
い
を
誰
れ
も
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
 

の
で
す
。
こ
の
願
い
が
不
当
に
踏
み
に
 

じ
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
こ
そ
私
達
に
と
 

っ
て
一
番
大
切
な
問
題
で
あ
り
、
悲
し
 

い
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
 

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
権
利
は
、
 

す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
お
り
、
み
 

ん
な
で
そ
れ
を
守
り
あ
っ
て
い
か
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

誰
れ
も
が
力
い
っ
ぱ
い
伸
び
伸
び
と
 

生
き
て
い
け
る
世
の
中
。
 

「
こ
の
赤
池
 

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
世
 

の
中
。
自
分
を
大
切
に
す
る
と
同
時
に
、
 

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
な
る
世
の
中
。
 

そ
の
よ
う
な
世
の
中
を
い
つ
の
日
か
、
 

必
ず
つ
く
り
だ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

か。 部
落
問
題
は
政
治
的
、
社
会
的
に
人
 

間
が
作
っ
た
も
の
で
す
。
人
間
が
作
っ
 

た
差
別
な
ら
、
人
間
の
力
で
な
く
せ
な
 

い
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
 

差
別
を
な
く
す
た
め
、
部
落
問
題
を
 

学
習
し
、
正
し
く
認
識
し
、
部
落
問
題
 

の
解
決
に
向
っ
て
努
め
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
、
そ
れ
が
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
 

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
 
一
人
で
も
多
 

く
の
人
に
部
落
問
題
を
理
解
し
て
い
た
 

だ
く
た
め
に
、
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
 

7
時
 30 

分
よ
り
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

に
於
い
て
、
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
ず
参
加
し
、
色
々
な
話
し
を
聞
く
こ
 

と
に
よ
っ
て
多
く
を
学
び
、
正
し
く
知
 

る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
部
落
問
 

題
解
決
の
た
め
一
人
で
も
多
く
の
方
々
 

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

今
月
の
解
放
講
座
 

、ン」 

寺（」 

と
プ
」
ろ
 

5
月
 25 

日
（
水
曜
日
』
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
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こ
れ
ま
で
、
関
節
の
い
た
み
に
つ
い
 

て
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
 

関
節
の
“
ね
ん
ざ
《
に
つ
い
て
書
か
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

関
節
ね
ん
ざ
は
、
日
常
の
外
傷
の
な
 

か
で
、
非
常
に
多
く
見
か
け
る
も
の
で
 

す
。
皆
さ
ん
も
、
軽
い
も
の
を
含
め
る
 

と
一
度
は
、
経
験
が
あ
る
こ
と
と
思
い
 

ま
す
。
 “

ね
ん
ざ
）
は
、
関
節
が
ど
の
よ
う
 

な
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
し
ょ
う
か
？
・
 

一
般
に
、
 

“
〇
〇
を
く
じ
い
た
〈
と
か
 

“
〇
〇
を
ね
じ
っ
た
）
と
か
い
わ
れ
る
 

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
医
学
的
に
は
、
 

ク
外
力
を
う
け
て
、
関
節
が
動
け
る
範
 

囲
以
上
の
動
き
を
強
制
さ
れ
た
時
に
お
 

こ
る
障
害
で
、
骨
折
や
脱
臼
を
と
も
な
 

わ
な
い
も
の
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
で
、
す
こ
し
専
門
的
に
な
り
ま
 

す
が
、
 

“
ね
ん
ざ
）
の
う
ち
わ
け
に
つ
 

い
て
、
あ
る
一
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
単
な
る
“
ね
ん
ざ
《
と
ク
関
 

節
の
ス
ジ
が
き
れ
た
も
の
〉
を
あ
わ
せ
 

た
も
の
で
す
。
 

m
 
軽
症
（
第
一
度
）
 

④ !
 
!
 
ー
 

健康教室 
赤池町立病院 

整形外科医長 

田
中
 
宏
道
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
野
村
節
子
（
上
谷
）
〇
太
 

田
道
子
（
大
和
町
）
〇
黒
瀬
タ
ッ
（
車
道
）
 

〇
門
柳
久
吉
（
伏
原
）
〇
武
末
進
（
板
取
）
 

〇
林
義
一
（
宗
像
市
）
〇
川
津
昇
（
大
和
 

町
）
保
坂
ミ
チ
子
（
中
町
団
地
）
以
上
四
 

月
十
六
日
現
在
八
件
で
総
額
二
十
七
万
 

五
千
円
で
す
。
 

【
寄
附
金
】
桑
野
組
廿
七
十
万
円
〇
山
 

下
次
男
甘
五
十
万
円
〇
林
義
一
廿
十
万
 

円
〇
池
田
博
子
廿
五
万
円
〇
興
雲
寺
廿
 

一
万
円
〇
九
光
石
油
廿
五
千
円
〇
匿
名
 

の
方
三
件
廿
五
千
五
百
円
 

【
快
気
祝
】
園
田
ト
モ
エ
廿
二
十
万
円
 

【
古
切
手
】
由
里
直
行
廿
一
六
四
六
枚
 

【
特
別
賛
助
】
（
一
ロ
一
万
円
）
正
栄
自
 

動
車
整
備
工
場
廿
7

口
〇
浄
円
寺
金
山
 

文
雄
廿
3

口
〇
鉱
害
陳
情
団
廿
1

口
〇
 

太
田
博
文
廿
1

口
〇
荒
木
利
雄
廿
1

口
 

〇
加
治
カ
ホ
ル
廿
1

口
〇
香
月
フ
キ
子
 

廿
1

口
〇
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
廿
 

2
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
〇
沢
永
 

源
敏
廿
5

口
〇
谷
冨
次
廿
5

口
〇
志
和
 

米
雄
廿
2

口
〇
武
末
俊
枝
廿
3

口
〇
千
 

代
田
千
代
子
廿
2

口
〇
沢
永
孝
美
廿
1
 

口
〇
中
野
雅
浩
廿
1

口
〇
有
吉
ひ
と
み
 

廿
1

口
〇
篠
原
久
美
子
廿
1

口
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
長
野
賢
治
（
上
野
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
1
 

け
 
箱
〇
山
本
家
具
店
（
赤
池
）
清
酒
2
升
 

局
所
の
痛
み
の
み
、
腫
れ
も
少
な
い
も
 

の
で
、
関
節
の
ゆ
る
み
が
な
い
も
の
。
 

②
 
中
等
症
（
第
二
度
）
 

圧
痛
お
よ
び
腫
れ
が
ひ
ど
い
が
、
関
節
 

の
ゆ
る
み
は
な
い
か
、
あ
っ
て
も
軽
い
 

も
の
。
 

③
 
重
症
（
第
三
度
）
 

痛
み
や
、
腫
れ
が
ひ
ど
く
て
、
関
節
が
 

グ
ラ
グ
ラ
し
て
ゆ
る
ん
で
い
る
も
の
。
 

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
“
単
 

な
る
ね
ん
ざ
）
と
し
て
か
た
づ
け
て
い
 

ま
せ
ん
か
？
・
 

こ
の
よ
う
に
、
三
段
階
に
わ
け
る
と
 

一
般
に
、
m
、
②
が
多
い
の
で
す
が
、
 

m
と
②
と
で
は
治
療
法
が
か
な
り
違
い
 

り
乙
グ
 

ク
 

り
の
確
率
で
、
教
年
後
に
ク
変
形
性
関
 

節
症
）
や
ク
慢
性
の
ね
ん
ざ
）
と
言
わ
 

れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
変
形
性
関
節
 

症
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
広
報
で
も
お
 

話
し
し
て
い
ま
す
ね
。
た
か
が
ク
ね
ん
 

ざ
ク
さ
れ
ど
“
ね
ん
ざ
ク
な
の
で
す
。
 

町
立
病
院
で
も
、
 

“
ね
ん
ざ
）
と
診
 

断
さ
れ
る
と
、
ほ
っ
と
さ
れ
る
患
者
さ
 

ん
が
多
い
の
で
す
が
、
中
等
症
以
上
の
 

ク
ね
ん
ざ
）
の
治
療
ほ
ど
や
っ
か
い
な
 

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ク
脱
臼
 

や
骨
折
《
の
場
合
は
、
ギ
ブ
ス
や
手
術
 

治
療
を
医
師
が
行
な
っ
て
も
、
納
得
さ
 

れ
る
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、
た
 

か
が
“
ね
ん
ざ
）
で
、
ギ
ブ
ス
を
巻
い
 

%z
多
％
%
%
%
%
％
多
％
%
%
 

勿
 
烏
誓
易
嘉
一
W
鴛
易
 

【％%z
%
%
%
%
%
%
%
%
%
 

ま
す
。
③
は
、
手
術
を
必
要
と
す
る
こ
 

と
も
多
く
な
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
“
ね
ん
ざ
〈
 

と
ク
脱
臼
や
骨
折
（
と
で
は
、
ど
ち
ら
 

が
重
症
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
・
単
 

な
る
ね
ん
ざ
（
軽
症
）
は
別
と
し
て
、
 

痛
み
や
変
形
、
出
血
、
治
療
期
間
か
ら
 

い
え
ば
、
 

ク
脱
臼
や
骨
折
ク
の
ほ
う
が
 

重
症
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
し
か
し
、
長
い
年
月
を
考
え
る
と
 

そ
う
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
の
で
す
。
 

広
報
で
関
節
の
重
要
性
を
の
べ
て
き
ま
 

し
た
が
、
関
節
に
と
っ
て
“
ゆ
る
み
刀
 

や
“
異
常
な
動
き
〉
は
、
重
大
な
問
題
 

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
あ
る
と
、
か
な
 

5 月福祉センターの行事 
【仏教講演会】 
13日岡AM11時～ 

【心配ごと相談日】 
7日、17日、27日 
AM10時～PJ 3 時 

【母子婦人相談日】 

第4 水曜日25日 
AM10時～RM 3時 

【健康相談日】 
第2火曜日10' 
AM10時～P1 3 L. 

【休館日】 

2日、 3日、 4日 

5日、9 日、15日 

16日、23日、30日 

【福祉バス運行日】 

毎日運行 

【演 芸】 

入館者へ自由に 

舞台を提供します 

〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
ビ
ー
ル
2

ケ
ー
 

ス
缶
ジ
ュ
ー
ス
2
箱
〇
上
村
医
院
（
赤
 

池
）
9
l

入
一
樽
〇
寿
楽
園
（
田
川
市
 

伊
加
利
）
金
一
封
〇
赤
池
町
長
、
日
野
 

喜
美
男
、
金
一
封
〇
赤
池
町
議
長
、
水
 

永
康
雄
、
金
一
封
〇
赤
池
町
老
人
ク
ラ
 

ブ
連
合
会
、
早
麻
豊
、
金
一
封
〇
世
良
 

保
（
上
野
）
焼
酎
一
升
〇
藤
村
商
店
（
 

上
野
）
メ
ロ
ン
ー
箱
〇
慶
寿
園
（
上
野
）
 

金
一
封
〇
吉
田
如
惣
（
上
野
）
金
一
封
 

〇
赤
池
町
立
病
院
長
、
西
尾
哲
人
、
金
 

一
封
〇
福
智
園
（
方
城
町
）
ビ
ー
ル
1
 

ケ
ー
ス
〇
長
寿
園
（
糸
田
町
）
金
一
封
 

〇
第
二
長
寿
園
（
金
田
町
）
金
一
封
〇
 

大
庭
文
具
薬
店
（
赤
池
）
清
酒
2
升
〇
 

や
す
ら
ぎ
園
（
鞍
手
町
）
清
酒
2
升、 

缶
ジ
ュ
ー
ス
1
箱
〇
白
龍
園
（
庄
内
町
）
 

金
一
封
〇
十
時
芳
子
（
上
野
）
大
久
保
 

昭
子
（
上
野
）
浦
田
さ
つ
き
（
赤
池
）
 

藤
村
澄
子
（
上
野
）
金
一
封
〇
大
島
勇
 

夫
（
赤
池
）
缶
ビ
ー
ル
4
箱
〇
武
末
進
 

（
上
野
）
金
一
封
〇
林
義
一
 
（
宗
像
町
）
 

金
一
封
〇
早
川
節
子
（
赤
池
）
雑
誌
 90 

冊
〇
中
島
久
太
郎
（
赤
池
）
つ
け
も
の
 

11
 

・
5

ぬ
、
ネ
ギ
3

ぬ
 

％ノノノ‘% 

ノ’' 
,‘ノ 

ク
 

）鷲）一 

た
り
、
ま
し
て
手
術
を
勧
め
る
な
ど
、
 

半
信
半
疑
で
納
得
さ
れ
な
い
し
、
ギ
ブ
 

ス
を
巻
い
て
も
、
数
日
も
す
る
と
ク
ギ
 

ブ
ス
を
は
ず
し
て
ほ
し
い
ク
と
言
わ
れ
 

る
人
も
い
れ
ば
、
不
自
由
だ
か
ら
自
分
 

で
は
ず
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
こ
 

れ
は
、
常
識
？
・
と
し
て
大
部
分
の
捻
挫
 

が
一
週
間
か
ら
三
週
間
ほ
ど
で
痛
み
が
 

な
く
な
る
の
を
ご
存
じ
で
、
将
来
の
関
 

節
の
痛
み
な
ど
、
全
く
他
人
事
に
し
か
 

思
え
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
 

ク
ね
ん
ざ
）
 

で
あ
る
か
ぎ
り
、
ギ
ブ
ス
な
ど
で
関
節
 

を
固
定
す
れ
ば
、
痛
み
は
と
れ
る
の
で
 

す
。
し
か
し
、
完
全
に
治
る
為
に
は
、
 

一
定
の
固
定
期
間
が
必
要
な
の
で
す
。
 

名J
＋
力
・
目
火
火
・
ム
央
会
ク
 

ニ
．
g
"
‘
木
ー
一
一
i
I
a

ー
太
」
三
ia 

園
麻
し
ん
 

十
二
日
団
 
町
立
病
院
（
潅
響
聖
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

生 
、後 
3618 
ケ ケ 

十
六
日
囲
 
町
民
会
館
（
生
後
4
苗
絹
）
 

10 

時
ー
 11
 

時
 

口
三
種
混
合
 

十
九
日
困
 
町
民
会
館
（
議
警
凹
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
 

二
十
七
日
国
町
民
会
館
（
農
鷲
聖
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

圏
子
宮
力
ン
・
乳
ガ
ン
検
診
 

三
十
日
囲
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

9
時
 30 

分
ー
 10 

時
 30 

分
 

※
三
十
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
対
象
で
 

料
金
は
千
円
。
た
だ
し
七
十
歳
以
上
の
 

方
は
無
料
で
す
。
 

圏
三
歳
児
健
診
 

一
十
一
日
因
町
民
会
館
（
満
三
歳
児
）
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

圏
国
税
専
門
官
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
）
 

▽
受
験
資
格
廿
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
一
 

日
ー
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
 

の
方
 

▽
受
付
期
間
廿
五
月
十
三
日
団
ー
二
十
 

日
固
 

▽
第
一
次
試
験
日
廿
七
月
九
日
山
、
十
 

口
］
日
 

▽
採
用
予
定
月
日
廿
昭
和
六
十
四
年
四
 

月
一
日
 

▽
問
合
せ
廿
田
川
税
務
署
合
囲
ー
冒
三0 

ま
た
、
 

一
般
の
人
に
と
っ
て
、
捻
挫
 

の
軽
症
と
中
等
症
を
区
別
す
る
こ
と
は
 

困
難
で
す
。
医
師
に
と
っ
て
も
判
断
が
 

難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
 

ク
捻
挫
し
た
が
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
）
 

と
言
っ
て
病
院
へ
こ
ら
れ
る
方
も
多
い
 

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
治
療
時
期
が
遅
 

れ
る
こ
と
も
問
題
な
の
で
す
。
 
一
週
間
 

程
度
の
遅
れ
は
よ
し
と
し
て
も
、
 
ーケ 

月
ち
か
く
も
遅
れ
た
場
合
は
、
治
療
も
 

長
引
き
、
な
か
な
か
難
し
く
な
り
ま
す
。
 

ク
ね
ん
ざ
（
し
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
 

冷
水
や
氷
枕
で
ひ
や
し
、
患
部
を
安
静
 

に
し
て
お
き
、
腫
れ
が
あ
る
ば
あ
い
は
 

数
日
以
内
に
、
整
形
外
科
医
を
受
診
さ
 

れ
て
く
だ
さ
い
。
長
く
と
も
一
週
間
以
 

上
も
痛
む
場
合
は
、
即
、
受
診
し
て
く
 

だ
さ
い
。
将
来
に
痛
み
を
残
す
よ
う
な
 

“
ね
ん
ざ
）
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
。
 

今
回
は
、
 

“
ね
ん
ざ
）
を
馬
鹿
に
し
 

て
は
い
け
な
い
と
言
う
こ
と
を
く
ど
く
 

ど
書
い
て
み
ま
し
た
。
 

しょうぶ湯 

つ
れ
づ
れ
に
一
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
桃
節
句
煎
茶
の
お
手
前
緋
毛
醗
 

〇
白
酒
に
姥
笑
み
つ
、
我
れ
も
酔
ふ
 

〇
春
め
き
し
荒
れ
し
庭
土
や
わ
ら
ぎ
ぬ
 

〇
雲
の
影
日
射
し
の
動
き
山
笑
う
 

〇
張
り
つ
め
し
寒
波
ゆ
る
み
て
水
温
む
 

〇
長
寿
せ
る
誰
そ
の
お
蔭
や
木
の
芽
吹
 

く
 

〇
土
筆
つ
む
寮
母
朝
飼
の
汁
支
度
 

〇
拡
大
鏡
新
品
届
く
春
の
日
に
 

〇
病
院
よ
り
遺
体
ホ
ー
ム
へ
春
の
宵
 

〇
歳
月
経
し
悲
喜
こ
も
ご
も
の
庭
桜
 

〇
イ
ト
女
逝
く
遅
日
多
彩
の
告
別
客
 

〇
彼
岸
へ
と
車
去
り
ゆ
く
風
う
ら
、
 

圏
交
通
安
全
「
コ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
 

作
品
募
集
 

▽
テ
ー
マ
廿
題
材
は
 
「
交
通
安
全
」
に
 

関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
自
由
。
明
る
く
 

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を
。
 

▽
応
募
要
領
廿
四
ッ
切
サ
ィ
ズ
の
プ
リ
 

ン
ト
と
し
、
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
 

カ
ラ
ー
、
白
黒
は
問
わ
な
い
。
 

▽
締
切
廿
6
月
 30 

日
（
当
日
消
印
有
効
）
 

▽
応
募
先
廿
〒
躍
 
福
岡
市
博
多
区
千
 

代
一
丁
目
ニ
ー
二
岡
福
岡
県
交
通
安
全
 

協
会
 

保険料の免除制度があります お元気ですか 

健
康
食
生
活
教
室
の
生
徒
募
 

集
し
ま
す
。
 

日
本
人
の
寿
命
の
延
び
は
世
 

界
最
高
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
 

病
気
で
床
に
伏
し
た
ま
ま
の
長
 

生
き
で
は
楽
し
い
も
の
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
病
気
が
な
く
生
き
 

生
き
と
長
生
き
し
た
い
も
の
で
 

す
。
近
年
増
え
つ
づ
け
て
い
る
糖
尿
病
 

や
高
血
圧
等
の
成
人
病
は
公
生
活
が
大
 

切
で
す
。
ガ
ン
で
さ
え
公
生
活
で
防
げ
 

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
生
き
と
 

長
生
き
す
る
為
 

の
健
康
公
生
活
 

教
室
を
開
催
し
 

ま
す
の
で
多
数
 

参
加
し
て
下
さ
 

い
。
 又

調
理
実
習
 

を
致
し
ま
す
の
 

で
実
際
に
手
で
 

覚
え
、
舌
で
味
 

わ
い
な
が
ら
学
 

ん
で
い
き
ま
し
 

よ
う
。
 

保健婦です 

期
日
廿
6
月
 27 

日
、
7
月
 11 

日、 

8
月
8

日
の
計
五
回
（
月
曜
日
）
 

午
前
 10 

時
ー
 12 

時
半
 

場
所
廿
町
民
会
館
 
料
金
廿
無
料
 

申
し
込
み
は
左
記
へ
 

赤
池
町
役
場
、
社
会
衛
生
係
 

呑
 28 

1
2
0
0
4
因
4
7
 

25 

日、 

国
民
年
金
 

自
分
で
、
保
険
料
を
納
め
る
 

「
第
一
号
保
険
者
」
の
う
ち
、
 

保
険
料
納
付
を
努
力
し
て
も
な
 

お
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
 

は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
 

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
 

得
が
低
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に
 

よ
る
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
 

免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
」
が
 

あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
担
当
窓
 

口
に
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
方
 

が
、
そ
の
後
、
経
済
的
余
裕
が
 

で
き
た
り
し
て
保
険
料
を
納
め
 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 

た
と
き
は
、
将
来
有
利
な
年
金
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 

に
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
の
 

保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
 

あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
っ
て
 

十
年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
 

て
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す。 

消費者の日一30日（経済企画庁） 
技能五輪全国大会- 20日～23日（労働省） 



(8) 

、 

◇若いもんには負けられん◇ 

シルバー人材センター会員募集（5月20日まで） 

田川地区に居住する60歳以上の高齢者の方で× 

健康に自信があり、まだまだ働ける、働きたいと 

いう意欲のある方は、どなたでも入会できます。 

特別な資格や難しい手続きはいりません。 あなた 

も昔とった 「きねづか」 大いに力をはっきして頑 

張って下さい。 

③間い合せ、申込み か28-2004 （役場建設課） 

※シルバー人材センターとは？ 

高齢化社会を迎え、豊かな経験や能力を生かし 

て何か仕事がしたい、なんらかの収入を得たいと 

いう健康な高齢者の方が集まって、市町村や企業 

各家庭などから高齢者の方にふさわしい仕事を引 

受け、各人の希望に応じて、その仕事に従事する 

団体です。 センターは、会員がお互いに力を合わ 

せて自分たちの手で運営し、国・県・市町村・企 

業や地域住民の理解と協力を得て仕事を開拓、会 

員の働く機会を広げていくものです。 

団御協力お願いします（麟勤 

商業を営む事業者のみなさん】6月1日～15日 

この調査は商店の販売活動の実態や分布状況及 

び商品の流通状況などを明らかにすることを目的 

とした、いわば 「商業の国勢調査」 というべき非 

常に重要なものです。商業統計調査員が訪間し調 

査票を配付しますので御協力お願いします。 

なお、提出された調査票は統計上の目的以外、 

（例えば徴税など）に使用されることは絶対にあ 

りません。 秘密は厳守されますので正確に御記入 

下さい。 

c7女性コーラスクループ会ー 

「ベル・アルモニア赤 池」曳 
中津川裕子先生指導のコーラスグループです。 

現在20名の会員で毎週日曜日（第5日曜日を除く） 

午後1時30分から2時30分まで市場小学校体育館 

で練習しています。 楽譜の読めない方、大歓迎。 

ふるって参加して下さい。 

米問い合せ 町民会館合28-4100 まで 

／へ‘へr一、いヘノー、1ー、 
、ァジア太平洋博覧会、 

(

―福岡89 よかトピア くI 

！ 前売券 発売中II ・ 

、おとな2,000円（当日2,700円）く 
ノ ＊間い合せ、申込み＝＝役場総務課庶務係 ！ 

冒Z8-ZUU4 (P、】兼呆44杏j 、 

、 ’ 
、ーノ、ノ、ーノ、へ．．一へ．ノ 

企
業
誘
致
に
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
 

大
阪
か
ら
工
場
団
地
視
察
 

赤
池
町
の
中
心
的
な
施
策
で
あ
る
、
 

企
業
誘
致
の
た
め
に
造
成
を
し
て
き
た
 

「
赤
池
町
工
場
団
地
」
の
売
出
し
が
今
 

年
の
十
一
月
頃
に
な
る
見
通
し
で
す
。
 

四
月
八
日
、
こ
の
団
地
視
察
の
た
め
 

株
式
会
社
『
西
丸
人
形
』
の
代
表
取
締
 

役
西
丸
盛
一
氏
が
、
遠
く
大
阪
よ
り
来
 

町
し
ま
し
た
。
 

日
野
町
長
の
案
内
で
立
派
に
整
備
さ
 

れ
た
工
場
団
地
を
見
て
、
見
晴
し
や
環
 

境
の
良
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
 

又
、
北
九
州
、
福
岡
、
飯
塚
と
の
交
通
 

の
便
な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
持
っ
 

て
い
た
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
さ
か
 

ん
に
押
し
て
い
ま
し
た
。
 

西
丸
氏
の
来
町
は
「
田
川
地
区
振
興
 

促
進
協
議
会
」
の
誘
置
運
動
を
契
機
に
、
 

日
野
町
長
の
会
社
訪
問
に
よ
り
実
現
し
 

た
も
の
で
す
。
 

圏
交
通
遺
児
等
育
英
資
金
の
貸
付
け
 

▽
対
象
者
廿
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
 

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
 

の
子
弟
（
0
歳
か
ら
中
学
校
を
卒
業
ま
 

で
の
幼
、
児
童
）
で
、
そ
の
保
護
者
が
 

住
民
税
を
納
め
て
い
な
い
な
ど
の
一
定
 

の
要
件
に
合
致
す
る
も
の
 

▽
貸
付
金
額
廿
当
初
の
一
時
金
、
十
三
 

万
三
千
円
、
貸
付
期
間
中
の
月
額
、
 
一 

万
六
千
円
、
入
学
支
度
金
、
三
万
六
千
 

円
 

▽
利
子
廿
無
利
子
 

▽
返
還
方
法
廿
貸
付
終
了
後
六
カ
月
を
 

経
過
し
た
後
二
十
年
の
均
等
分
割
返
還
 

（
高
校
・
大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業
 

ま
で
猶
予
）
 

圏
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
「
介
護
 

料
の
支
給
」
 

▽
対
象
者
廿
自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
、
 

脊
髄
損
傷
を
生
じ
た
方
で
、
 
一
定
の
基
 

準
に
合
致
し
た
方
 

▽
支
給
額
廿
入
院
三
千
八
百
円
、
自
宅
 

千
九
百
円
（
い
ず
れ
も
一
日
あ
た
り
）
 

※
問
合
せ
先
 

育
英
資
金
、
介
護
料
い
ず
れ
も
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
 

管
支
所
業
務
課
（
博
多
区
博
多
駅
東
 

三
丁
目
十
ー
十
七
陸
運
会
館
ビ
ル
」
一
 

階
）
容
0
9
2
1

姐
1
7
7
5
1
 

圏
巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▽
十
六
日
囲
 

田
川
市
役
所
市
民
相
談
 

係
 

容
 44
 

一
一
2
0
0
0

（
内
3
9
4

) 

▽
十
九
日
困
 
飯
塚
市
役
所
管
財
課
 

公

0

9

4

8

1

 22 

1

5

5

0

0

 

直
方
市
役
所
市
民
相
談
 

室
合
0
9
4
9
2
1
5
1
2
0
3
5
 

※
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
 10 

時
 

ー
午
後
4
時
ま
で
（
受
付
は
午
後
3
時
 

ま
で
）
 

⑧④⑧ 5
月
5

日
は
 
「
子
供
の
日
」
 
子
供
の
 

人
格
を
重
ん
じ
、
子
供
の
幸
福
を
は
か
 

る
趣
旨
で
定
め
ら
れ
た
祝
日
だ
そ
う
で
 

す
。
こ
れ
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
 

が
、
こ
の
日
は
私
の
誕
生
日
。
だ
か
ら
 

と
言
っ
て
、
晩
酌
の
ビ
ー
ル
や
酒
が
一
 

本
増
え
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

自
分
で
買
っ
た
菖
蒲
を
入
れ
て
風
呂
 

に
入
り
、
「
今
日
は
俺
の
誕
生
日
な
ん
だ
」
 

な
ん
て
、
小
さ
な
声
で
家
族
に
言
っ
て
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
催
促
。
そ
ん
な
毎
年
の
 

光
景
が
、
目
に
浮
か
び
ま
す
。
 

自
分
の
人
格
は
自
分
で
重
ん
じ
る
し
 

か
術
は
な
い
み
た
い
で
す
。
 

5月は固定資産税（1期）、国民健康保険税（1期）、軽自動車税（全期）の納税月です I 


